
ターゲット サービスを初めてご利用いただくお客様

目 標 サービス内容を伝え、ご利用にあたっての心理的ハードルを下げる

読み進めるための誘導
サービス詳細や連絡先への誘導として、一文を添えることで、裏面も読んでもら
える足掛かりを作る。

キャッチコピー
内容が簡潔に伝わり、一番最初に目に留まるようなコピー、大きさでレイアウト
を組む。

カラーリング
伝えたい印象に合わせて配色を決める。
例えば、暖色系を使い、シンプルな配色にすることで『親しみやすさ・簡単さ』
などを演出できる。

情報量と画面構成
何をどのように伝え、行動してほしいかという目的に合わせて『情報量』を決め
る。例えば、文字を減らし、イラストを大きく配置することで、直感的に伝わり
やすくなる。

具体的な情報
実例や感想、数字を載せることで、より具体的なイメージがしやすくなる。

明確な行動喚起
電話番号やQRコードを載せて、具体的な行動を促す。強く促したい場合は、大き
く目立たせると効果的。

会社名/住所
発信元(会社名・住所・電話番号)を明記することで、DMの信頼度が上がり、反響
に繋がりやすくなる。






